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力学変数によって張られる位相空間の中に2つの接近した初期点を考え,その間の時間 tに
おける距離をA(i)とお くと,大きな tで





























な非一様性は小さいので波数 k-0とk-±1のモー ドのみをとり,残 りのモー ドは考えなく
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｢カオスとその周辺｣
てよいので式(3)から,次の還元された形の式を得る:
Lrn.1-a〔言n(1-xn)-r三〕
rn.1-ae-αll-2xnJrn
(8)
ここで,xn,rnは, k=0およびk=1のモー ドの振巾に比例する量であるOこの式におい
て｡が｡Cより小さなところでは, rnの間欠的な時間振舞いを示すoそして,rnのパ ワース
ペクトラム S(a))はaの値によって次のように違った傾向を示す｡すなわち,a-4の場合に
はS(a)はローレンツ型でよく合わせられるがa≠4の場合にはaがacに近いところでは,
S(a･)はローレンツ型からはずれてきて,むしろ1/f型に近くなる｡このような違いは元のロ
ジスティック系の統計的性質を反映している｡すなわち, α-4の場合にはロジスティック系
のカオスにおいてはリヤプノフ数のゆらぎがなく,一方,α≠ 4においては,そのゆらぎが存
在するからであるoこのリヤプノフ数のゆらぎは, ｢多くの時間尺度｣を rnの時間振舞いに
もたらし,それがS(a))のローレンツ型からのずれに導びくのである｡この状況を図 1のよう
に横軸にα-αC,縦軸にD(リヤプノフ数のゆらぎの大き
さ)をとって,臨界現象にならって次のように説明するこ
とができるo図中,Pと印されたのが多分散性を示す額域
であり,Mと印されたのが単分散,すなわちS(a))がロー
O cL-d'
レンツ型でよく表わされる領域である｡あるαの値に対し
図 1
て,αを変えてパワースペクトラム5(α)の変化を見るこ
とにする｡これは図 1において,βの値を固定しαの値を変えていくことに対応する｡αを小
さいところから増加させると,まずパラメーターはMの蘭域にあって, S(a))はローレンツ型
でよく表わされる｡ そして,αをさらに増加させていくと,パラメーターはPの額域に入るの
で S(60)はローレンツ型からはずれていくことになる｡この多分散性を示す額域においてはS
(a,)の形に次のようなクロスオーバー効果が現れるOすなわち,a'≫Dであ右かO≪Dである
かにより,S(a,)∝a,-2型か,∝a,~1型か,になっている｡
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